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ご挨拶

　近畿亜鉛栄養治療研究会は，平成 26 年４月１日に創設満４年を迎えました．近畿の肝臓病学の分野

でご活躍中の３人の先生方とともに細々と始めた研究会でしたが，多くの方々に支えられて会員 300 名

の会に発展して参りました．今回，第２回目の役員の改選により，平成 28 年３月 31 日まで２年間，26

名の顧問，44 名の世話人の計 70 名の役員で研究会を運営して参ることになりました．

　昨年度は，３周年記念事業として，８月に京都で市民公開講座とジャズコンサートを開催しまし

た . 秋には東京で開催された第 10 回国際微量元素学会（児玉浩子会長）の公募シンポジウムに応募し，

亜鉛欠乏症の発見者プラサド博士をはじめ３名の著名な外国からの研究者にご参加いただき「高齢者の

亜鉛欠乏症（Zinc Deficiency in the Aged）」なるシンポジウムを企画しました．亜鉛の基礎および臨床

における世界トップレベル研究者と交流を深めることができて実りあるシンポジウムになりました．

　亜鉛は 300 種類以上の酵素の構成成分あるいは活性化因子として生体の発育および生命の維持に極め

て重要な役割を果たしていますが，日常診療における亜鉛補充療法は広く普及するに至っておりません．

　研究会は年２回開催し，臨床各科において長年亜鉛の臨床研究に取り組んで来られた先生方や基礎分

野の第一線でご活躍の先生方にご講演をいただいて参りましたが，　学術集会でご講演いただいた内容

は年２回発行する会誌「亜鉛栄養治療」に論文としてご投稿いただき掲載いたしております．掲載論文

が 25 編になりましたので３周年記念事業の一環として論文集第１集を昨年８月に刊行いたしました．

　研究会は，ようやく基礎固めができ，今後どのような方向で運営して行くかを考えなければならない

時期にきています．医療用の亜鉛製剤は少なく保険適用も限られておりますが亜鉛の栄養治療が有効な

疾患や病態は多くあります．今後，学術的評価に耐え得るエビデンスの確立に向けて，研究会主導の臨

床疫学プロジェクトなども考えていかねばならないと考えています．

　ともすれば亜鉛治療は民間療法，代替医療のひとつと考えられがちで各臨床医学会でも真剣に検討さ

れ難い点がありますが，実際には健康維持に重要な必須微量元素のなかでも，亜鉛はとくに免疫能の維

持，細胞再生の促進に重要な働きをしており，偏見なく評価して欲しいという思いがあります．

　味覚障害はじめ亜鉛の有用性は広く一般に知られてきており安価なサプリメントも市販されているの

で健康増進のためにも亜鉛補給の普及に努めるとともに，臨床医家の先生方には血清亜鉛の測定を推奨

し亜鉛治療の普及に努めたいと思います．そのためには，若い世代の力を結集してインターネットその

他で会員募集や広報活動を行う必要があります．世代交代の時期にきていると思われますので，今回の

役員改選において新たに４名の先生方に副代表世話人をお願いし，多少なりとも実務を担当していただ

くことになりました．なお一層のご支援とご指導をお願い申し上げたく存じます．

　　平成 26 年 4 月吉日
 近畿亜鉛栄養治療研究会

 代表世話人　宮田　學


